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リ
」
と
し
て
い
る
。

け
り
　
鳧
也
語
助
也
〔
和
訓
栞
〕
ケ
リ
、
物
を
い
ひ
訖
た
る
詞
に
い
ふ

は
萬
葉
集
に
来
字
を
よ
め
り
ケ
リ
反
キ
也

こ
の
よ
う
な
助
動
詞
に
「
鳧
」
字
が
用
い
ら
れ
た
例
と
し
て
は
、『
野
ざ
ら

し
紀
行
』５
の
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
大
井
川
越
る
日
は
、
終
日
雨
降
け
れ
ば
、

　
　
秋
の
日
の
雨
江
戸
に
指
折
ん
大
井
川
　
ち
り

　
　
　
　
眼
前

　
　
　
道
の
べ
の
木
槿
は
馬
に
く
は
れ
鳧

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
近
世
に
お
い
て
は
「
鳧
」
字
が
用
い
ら
れ
る
の
は
鳥
名

「
け
り
」
の
用
字
と
し
て
「
鳧
」
が
存
在
し
、
そ
れ
を
助
動
詞
に
転
用
し
た
ら
し
い

こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
、
中
世
よ
り
古
く
成
立
し
た
古
辞
書
に
よ
れ
ば
、「
梟
」

字
と
助
動
詞「
ケ
リ
」と
の
関
係
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
な
記
述
は
み
あ
た
ら
な
い
６
。

『
箋
注
和
名
類
聚
抄
』

一
、
は
じ
め
に

中
世
の
真
名
軍
記
に
は
、
助
動
詞
「
ケ
リ
」
に
「
梟
」
字
を
用
い
る
例
が
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
指
摘
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
１
。
と
こ
ろ
が
、『
大

漢
和
辞
典
』
で
は
「
鳧
」
字
に
次
の
注
を
記
載
し
て
い
る
。

邦
　
け
り
。
イ
鳥
の
名
。（
中
略
）
ロ
過
去
の
意
を
示
す
助
動
詞
「
け

り
」
に
あ
て
て
用
ひ
る
。
ハ
和
歌
な
ど
に
「
け
り
」
で
終
る
も
の
が
多

く
、
且
つ
鳧
の
字
を
あ
て
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
き
ま
り
・
か
た
・

終
止
・
決
著
の
意
に
用
ひ
る
。 

（
巻
一
二
、七
八
六
頁
）

「
鳧
」
字
を
「
ケ
リ
」
と
す
る
の
は
、『
和
訓
栞
』２
に
も
次
の
よ
う
な
記
載
が

あ
り
、
用
字
の
根
拠
を
鳥
名
３
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

○
辞
の
け
り
に
鳧
ノ
字
を
書
ハ
鳥
の
類
に
け
り
と
い
ふ
鳥
あ
れ
ハ
借
用

た
る
成
へ
し
　
鳴
聲
け
り

く
と
き
こ
ゆ
る
を
も
て
名
く

ま
た
、右
の
記
述
を
受
け
て
、『
俚
言
集
覧
』４
に
お
い
て
も
「
鳧
」
字
を
「
ケ

橋

　

村

　

勝

　

明

中
世
に
お
け
る
助
動
詞
「
ケ
リ
」
の
用
字
に
つ
い
て
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「
梟
」「
裊
」「
鳧
」
の
三
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
７
。
そ
れ
ら
の
内
、
最
も
用
例

数
の
多
い
の
が
「
梟
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
「
梟
」
の
用
例
に
つ
い
て
、

用
例
を
挙
げ
つ
つ
助
動
詞
と
し
て
の
用
法
を
確
認
し
て
ゆ
き
た
い
。
見
い
だ

し
た
用
例
の
う
ち
、
成
立
年
代
の
最
も
古
い
資
料
は
嘉
慶
年
間
（
１
３
８
７
〜

89
）
成
立
と
さ
れ
る
『
源
威
集
』８
で
三
例
み
ら
れ
た
。

○
或
ハ
雨
夜
ヲ
コ
ソ
高
名
ナ
レ
無
二

先セ
ン
キ規

一

由
申
族

ヤ
カ
ラ

有
ケ
レ
ハ
御
尋
有
リ

梟ケ

ル

ニ
陰
陽
道
ノ
輩
子
細
ヲ
不
申
不
披 

（
二
二
ウ
９
）

○
陰
陽
道
ノ
輩
子
細
ヲ
申
不
レ
披
各
々
失
二
面
目
一
梟
ニ
吉
平
朝
臣
奏
聞
シ
テ
云 

 

（
二
三
オ
１
）

○
若
シ

其
夜
武
将
ノ

中
ニ

産
生
事
ヲ
可
レ

有
二

御
尋
一

歟
随シ

タ
カ
ツ而
従
二

公
家
一

有
二

御
尋
一

梟
ル
ニ 

（
二
三
オ
５
）

『
源
威
集
』
の
助
動
詞
「
ケ
リ
」
は
、
本
文
全
体
に
亘
っ
て
用
い
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
用
例
の
所
在
に
よ
っ
て
伺
え
る
よ
う
に
一
部
分
に
連
続
し
て

用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
部
分
で
は
片
仮
名
表
記
「
ケ
リ
」
と
し
て
い

る
９
。
ま
た
、
用
例
数
と
し
て
は
少
な
い
が
、
そ
の
活
用
形
は
三
例
と
も
に
連

体
形
「
ケ
ル
」
で
あ
る
こ
と
に
は
注
意
を
し
た
い
。

次
に
用
例
の
見
ら
れ
る
資
料
は
文
正
元
（
１
４
６
６
）
年
成
立
、
嘉
永
四

（
１
８
５
１
）
年
の
跋
文
を
も
つ
模
刻
の
『
大
塔
物
語
』

10

で
あ
る
。
用
例
数

は
二
九
例
で
『
源
威
集
』
の
よ
う
に
特
定
の
箇
所
に
用
い
ら
れ
る
の
で
は
な
く

全
般
的
に
み
ら
れ
る
。
仮
名
点
に
よ
っ
て
そ
の
活
用
形
が
明
ら
か
な
用
例
は
、

二
九
例
中
二
五
例
で
、
そ
の
う
ち
二
一
例
が
連
体
形
、
四
例
が
已
然
形
で
あ
る
。

　
　
梟
　
説
文
云
古
堯
反
、
布
久
呂
布 

（
三
二
九
上
）

『
元
和
古
活
字
本
』

　
　
梟
　
説
文
云
古
堯
反
和
名
布
久
呂
不
辨
色
立
成
云
佐
介

 

（
七
五
五
上
）

観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』

　
　

梟
　
通
正

古
堯

　
／  
不
孝
鳥
　
フ
ク
ロ
フ

サ
ケ
　
禾
ケ
ウ

 

（
僧
中
一
二
四
８
）

前
田
本
『
色
葉
字
類
抄
』

　
　
梟ケ
ウ

　
サ
ケ

又
フ
ク
ロ
フ

 

（
下
四
三
ウ
７
）

そ
こ
で
疑
問
と
な
る
の
が
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

・ 

中
世
に
お
い
て
助
動
詞
「
ケ
リ
」に
鳥
名
「
ふ
く
ろ
う
」を
意
味
す
る
「
梟
」

字
を
用
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

・ 

中
世
真
名
軍
記
で
用
い
ら
れ
た
「
梟
」
字
が
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
な
ど
で

「
鳧
」
字
と
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

さ
ら
に
詳
細
に
検
討
す
れ
ば
、
一
点
目
に
つ
い
て
は
中
世
に
於
い
て
「
梟
」

字
を
鳥
名
「
け
り
」
と
認
識
し
て
い
た
の
か
、
二
点
目
に
つ
い
て
は
中
世
に
お

い
て
「
ケ
リ
」
に
「
梟
」
字
が
用
い
ら
れ
た
理
由
同
様
、近
世
に
於
い
て
「
鳧
」

字
が
用
い
ら
れ
た
理
由
が
問
題
と
な
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
次
に
用
例

を
確
認
し
つ
つ
検
討
を
す
す
め
て
ゆ
き
た
い
。

二
、
中
世
に
お
け
る
助
動
詞
「
ケ
リ
」
の
用
字

管
見
の
限
り
に
お
い
て
は
、
中
世
に
お
け
る
助
動
詞
「
ケ
リ
」
の
用
字
に
は
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○
爰　ニ
香
坂　ノ
左
馬
亮
入
道
宗
繼
暫　ク
塞　キ
レ

目　ヲ
心
中　ニ
被
レ

思
梟
者
六
道
無　シ
レ

外　ニ
只
有　リ
二

眼

前　ノ
弓
矢
取
身
之
習　ヒ

ニ
一 

（
三
三
オ
７
）

こ
れ
ら
四
例
は
い
ず
れ
も
「
ケ
ル
ハ
」（
梟
者
）
と
訓
む
と
み
ら
れ
、
先
の

連
体
形
の
用
例
数
に
含
め
る
と
、
全
二
九
例
中
二
五
例
が
連
体
形
で
、
四
例
が

已
然
形
、
そ
し
て
終
止
形
の
用
例
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。

次
に
用
例
を
見
い
だ
せ
た
資
料
は
、
文
明
十
四
（
１
４
８
２
）
か
ら
延
徳
三

（
１
４
９
１
）
年
に
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
『
塵
荊
抄
』11

で
あ
る
。
助
動
詞

の
用
例
は
四
一
例
で
、
終
止
形
一
一
例
、
連
体
形
一
八
例
、
已
然
形
一
二
例
で

あ
っ
た
。
次
に
用
例
の
一
部
を
掲
げ
る
。

〔
終
止
形
〕
一
一
例

○
是
春カ
ス
ガ日

見
物
在
シ
時
、
后　キ
達　チ
桟
敷
ヲ
打
セ
御
覧
ジ
梟
ニ
、
業
平
垣
ノ
間
ヨ
リ

瞰ノ
ゾ

キ
テ
見
梟
。
然
バ
垣
間
見
ト
云
リ
。 

（
上
三
五
七
１
）

○
六
合
俄
ニ
常ト
コ
ヤ
ミ闇
ト
成
ヌ
。
八
百
万
ノ
神
達
悲
給
、
諸
ノ
所
作
ヲ
皆
火
ヲ
燃ト

ボ

シ

テ
沙
汰
シ
給
ヒ
梟
。 

（
下
三
七
７
）

〔
連
体
形
〕
一
八
例

○
彼　ノ
宇
志
丸
ト
ハ
常
陸
国
琴コ

ト

御
館タ

チ

ト
云
者
也
。
都
ヘ
上
梟ケ

ル

ガ
唐
崎
ニ
テ
遇　イ
奉
ニ

我
ハ
是
神
也
ト
宣
。 

（
上
一
五
８
）

○
或
時
僧
正
曰
梟
ル
ハ
、
両
人
御
童
形
之
御
身
ト
シ
テ
、
外
ニ
ハ
守　リ
二

五
常　ヲ
一

正　シ
二
礼
儀　ヲ
一
剛ガ

ウ
ジ
ウ柔

進
退
ニ
シ
テ
雲
ノ
風
ニ
任
タ
ル
ニ
似
タ
リ
。（
上
二
四
４
）

〔
已
然
形
〕
一
二
例

○
吉
水
ノ
慈
鎮
和
尚
是
ヲ
相
伝
ス
ベ
キ
由
仰
梟
バ
、
先
和
歌
ヲ
御
稽
古
候
ヘ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
形
の
一
部
を
次
に
掲
げ
る
。

〔
連
体
形
〕

○
各
令
二

同
心セ
一

所
々
入
部ノ
之
使ヲ
出
或ハ
追
立
或ハ
討

コ
ロ
シ

梟ケ
ル

社ソ
弓
矢ノ
手
合ヒ
國
忩
劇
之

始メ
成レ 

（
九
オ
７
）

○
長
秀ハ
未タ

磬
ヒ
カ
ヱ
テ

二

寺
家ニ
一

軍サ
ノ内

談
也
長
秀
云ヘ

梟ケ
ル

者ハ
暫ク
楯
二

籠ツ
テ寺

家ニ
一

京
都ヘ
立
二

使

者ヲ一
可キレ
申
二
成ナ

ス

他
國ノ
勢　ヲ
一
歟 

（
一
一
オ
６
）

〔
已
然
形
〕

○
長
國　ハ
力
勝

マ
サ
リ

成
梟

ケ
レ
ハ

者
不
二

落　シ
モ付

一

取　テ
押　ヘ
掻カ

ク
レ

頸　ヲ
樟

ク
ヌ
ギ

原　カ
郎
等
不シ

ト
レ

討
レ

主
十
餘

人
落
重　テ
同　シ
枕　ニ
討
死　ス 

（
一
八
オ
７
）

○
大
塔
者　ハ
敵　ノ
陣
差サ

シ
二

輾
キ
シ
リ

四
方　ニ
一

日
夜　ノ
要
心
理

キ
ヒ
シ

梟
ケ
レ
ハ

難　ク
レ

翔
　
　ケ
リ

二

飛
鳥　モ
一

彼
等ラ

可　キ
二

返　シ

遣　ハ
ス

一
方テ

タ
テ便

悉　ク
盡　キ
了　テ
失　フ
二
爲　ン
方　ヲ
一
計　リ
也 

（
二
一
オ
５
）

仮
名
点
に
よ
っ
て
そ
の
活
用
形
が
明
ら
か
で
な
い
用
例
が
四
例
み
ら
れ
る

が
、
文
意
よ
り
「
梟
」
字
は
連
体
形
「
ケ
ル
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
判

断
で
き
る
も
の
を
掲
げ
る
。

○
有　テ
二
良ヤ

ヽ

暫
一
但
州
被
レ
申
梟
者
古
今
携　ハ

ル
二
弓
箭　ニ
一
武
士
之
習　ヒ
語
者
能
々
聞　シ
召　セ 

 

（
二
二
オ
２
）

○
長
國
引
二

替　テ
心　ヲ
一

云　ヘ
梟
者
我
等
徒　ラ

ニ
自
害
而　シテ

ゾ
無　ケ

レレ

詮
去イ

サ
ヤ來
成ナ

シ
下

焚
會　ガ
破　リ

シ
二

鴻

門　ヲ
一

怒　リ
ヲ

上
一
同　ニ
切　テ
出
遭ア

ヒ
二
逢　テ
于
思　フ
敵　ニ
一

爲　ン
ト

二
討
死　ニ
一

云　ケレ
ハ 

（
二
八
ウ
３
）

○
擧
二

大
音
一

名
乗　リ
梟
者
遠　ハ
聞　キ

ケレ

音　ニ
近　ハ
見　ヨ
レ

目　ニモ
添　モ
清
和
天
皇　ノ
御
苗ベ

ウ
ヱ
イ裔

雜
羅
三
郎　ノ
末

孫
小
笠
原
次
郎
長
清
其
子　ニ
兵
庫　ノ
頭
政
長
次
男
坂
西　ノ
次
郎
長
國
生
年
廿
一
歳
也 

 

（
三
〇
オ
５
）
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○
爰
横
手
老
武
者
之
間
、
暫
見
合
後　ロ

ヘ
廻　シ

テ、
不
余
与

懸　タ
リ

詞
、
及
左
右
渡
合
盡
秘

術
戰
梟
歟
、
高
股
縫
樣
被
透
而
猛
与
申　セ
共
、 

（
六
四
10
）

○
剩
武
士
自
城
、
明
純
之
御
使
仕
、
方
々
走
廻
、
御
父
子
之
御
前
何　モ
無
首
尾
仕
、

世
上
走
廻
故
如
此
之
無
首
尾
、
何
事　ヲ
申
廻
梟　ト
諸
人
可
申
、
一
身
不
運
与

深
存　シ

候
、 

（
八
七
５
）

〔
已
然
形
〕

○
楯　ヲ
一
面　ニ
突
並
而
、
楯
一
帖
之
兩
方　ニ
、
一
方　ハ
大
太
刀
、
一
方
ハ
弓
、
　々ノ
未

梟　ハ

一
方　ノ
太
刀
蹈
左
足
、
待
懸
而
兵
通
与
切
放　セ

ハ
、
楯　ノ
面　ハ
大
太
刀
計
也 

 

 

（
一
四
６
）

次
に
見
い
だ
せ
た
資
料
が
、
天
正
五
（
１
５
７
７
）
年
の
奥
書
を
も
つ
『
賀

越
闘
諍
記
』

13

で
あ
る
。
用
例
は
、
全
一
〇
例
が
「
斯
梟
＋
名
詞
」
と
す
る
も

の
で
、固
定
的
な
用
法
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
名
詞
は
、「
処
」
が
七
例
、

「
所
」「
程
」「
怨
敵
」
が
各
一
例
で
あ
っ
た
。
用
例
を
以
下
に
掲
げ
る
。

○
斯
梟
処
近
来
両
国
呉
越
之
思
ヲ
含
テ
、
越
前
之
国
司
ハ
賀
州
ヲ
滅
シ
テ
取

ン
ト
シ
、
賀
州
之
者
ハ
越
ヲ
打
テ
弁
（
并
）
ン
ト
ス
。 

（
77
上
７
）

○
斯
梟
所
ニ
、
中
ノ
江
ノ
渡
エ
ハ
石
川
郡
ノ
勢
、
川
合
藤
左
衛
門
尉
、
州
ノ
崎

入
堂
鏡
覚
、

木
入
道
常
専
、
斎
藤
、
二
木
、 

（
80
上
17
）

○
斯
梟
怨
敵
モ
連
ニ
退
治
ナ
サ
ル
ヽ
事
、
真
ニ
果
報
ノ
至
リ
哉
ト
人
々
申
ケ
ル

ト
カ
ヤ
。 

（
85
下
17
）

○
斯
梟
程
ニ
、
大
将
留
リ
給
フ
ヘ
キ
様
ナ
ク
シ
テ
、
同
十
一
月
七
日
ニ
帰
陣
ア

リ
ケ
リ
。 

（
90
上
18
）

左
候
ハ
ズ
ハ
真
言
ノ
大
事
ハ
御
心
得
候
ハ
ジ
ト
申
梟
故
ニ
、（
上
二
五
〇
９
）

○
　
思
フ
事
言
ハ
デ
只
ニ
ヤ
休
ナ
マ
シ
我
ト
ヒ
ト
シ
キ
人
シ
ナ
ケ
レ
バ
ト
バ
カ

リ
ニ
テ
で
給
フ
ヲ
袖
ヲ
ヒ
カ
ヘ
テ
問
梟
バ
、
伊
勢
ヨ
リ
ト
テ
失
ニ
ケ
リ
。 

 

（
上
三
四
七
８
）

用
例
数
と
し
て
は
連
体
形
が
や
や
多
い
が
、
右
の
他
『
塵
荊
抄
』
に
は
、
形

容
詞
活
用
語
尾
の
「
梟
」
字
も
四
例
み
ら
れ
る
。

〔
形
容
詞
活
用
語
尾
〕

○
人
ノ
臥
而
見
レ

夢
。
此
夢
ハ
実
ニ
在
物
ニ
テ
ハ
無ナ

梟ケ
レ

共
、
眠
ノ
遠
来
ヌ
レ
バ

多
ノ
躰
ヲ
見
ル
。 

（
上
二
一
九
６
）

他
の
用
例
は
、「
無ナ

梟ケ
レ

ド
モ
」（
上
二
八
七
４
）、「
多
梟
ド
」（
上

三
四
五
５
）、「
多
梟
バ
」（
下
三
八
〇
７
）
で
あ
り
、い
ず
れ
も
已
然
形
で
あ
る
。

現
代
の
文
法
的
な
区
別
で
は
な
く
音
連
続
と
し
て
の
「
ケ
レ
」
に
対
す
る
用
字

と
し
て
捉
え
れ
ば
、
先
の
已
然
形
一
二
例
に
、
形
容
詞
活
用
語
尾
の
四
例
を
加

え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
場
合
「
ケ
ル
」
は
一
六
例
と
な
り
連
体
形
「
ケ
ル
」

と
の
差
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。

次
に
用
例
を
見
い
だ
せ
た
資
料
は
永
正
六
（
１
５
０
９
）
年
成
立
の
『
松
陰

私
語
』12

の
四
例
で
あ
る
。
四
例
中
三
例
が
連
体
形
、一
例
が
已
然
形
で
あ
っ
た
。

〔
連
体
形
〕

○
良
有
被
仰
出
趣
者
、
彼
於
沙
汰
限
、
所
行　ノ
企
見
違
梟ケ

ル

歟
、
漆
原
山
内
陣
所　ヘ
打

越
、
彼
借
他
力
、
入
道
以
下
今
度
一
味
同
心
之
者
共　ヲ
退
治
、
於
其
上
入
道
可

被
切
腹
支
度
現
顯
也 

（
一
一
１
）
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○
灯
暗　シテ

ハ
数
行
虞
氏　カ
涙　タ
　
夜
深　ヌ

レ
ハ四

面
楚ソ

歌　ノ
声
　
ト
云
詩　ヲ
二
三
返
被　レ
レ
歌　タ
梟ケ

ル

。 

 

（
一
六
オ
３
）

〔
已
然
形
〕

○
御
齢　イ
未　タ
壮　カ

ン
ニ

御ヲ
ハ
シ
マ
シ座

梟ケ
レ
ハ、

柳
之
五　ツ
衣

キ
ヌ
ニ

被　レ
レ

召　シ
テ二

紅　ノ
袴　ヲ
一

嬋
セ
ン
ケ
ン
タ
ル娟

両
鬢　ハ
秋　ノ
蝉　ノ
翼ツ

ハ
サ、

蛾　ハ
遠
山
之
色　ロ
、 

（
一
五
ウ
５
）

○
日
数
漸
々
重　ネ
宛ツ

ヽ

、
打
二

過　テ
憂ウ

タ他
中　ノ
山　ヲ
一
、
着

ツ
カ
セ二

近
江
路　ニ
一

給　イ
梟ケ

レ
ハ

、
湖
水

漫
　々ト
シ
テ風　セ

翻
ヒ
ル
カ
ヘ
セ
ハ

二
白
浪　ヲ
一 

（
二
一
ウ
８
）

「
梟
」
字
と
異
体
関
係
に
は
な
い
も
の
の
、
用
法
上
は
同
様
に
用
い
て
い
る

も
の
と
み
ら
れ
る
。

以
上
、『
源
威
集
』
な
ど
の
軍
記
と
『
塵
荊
集
』
の
用
例
を
掲
げ
た
。
こ
こ

ま
で
の
用
例
数
を
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る

16

。

右
の
表
に
よ
っ
て
伺
え
る
よ
う
に
、『
塵
荊
抄
』
で
は
活
用
形
の
用
例
数
に

大
き
な
差
は
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
資
料
か
ら
は
連
体
形
を
中
心
と
し

た
用
字
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

17

。

さ
ら
に
文
書
に
つ
い
て
も
検
索
を
す
る
と
、
僅
か
二
例
で
あ
り
な
が
ら
助
動

但
し
、
次
の
用
例
の
よ
う
に
同
様
の
語
列
で
あ
っ
て
も
仮
名
表
記
の
も
の
も

存
す
る
が
、
終
止
形
、
已
然
形
の
「
梟
」
字
の
用
例
は
み
ら
れ
な
い
。

○
カ
ヽ
リ
ケ
ル
処
ニ
、
八
月
下
旬
ニ
元
亀
ノ
年
号
改
元
ア
リ
、
天
正
ニ
ナ
サ

ル
。 

（
137
上
５
）

以
上
が
「
梟
」字
の
用
例
で
あ
る
が
、助
動
詞
「
ケ
リ
」の
用
字
と
し
て
「
裊
」

字
を
用
い
る
資
料
が
あ
る
。「
裊
」
字
は
、「
梟
」
字
と
は
異
体
関
係
に
は
な
い

も
の
の

14

、
助
動
詞
「
ケ
リ
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、『
官
地
論
』

以
外
に
管
見
の
限
り
で
は
用
例
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

『
官
地
論
』
諸
本
の
一
本
で
あ
る
、『
異
本
官
地
論
』15

は
、
漢
字
表
記
を
主

体
と
し
な
が
ら
も
部
分
的
に
片
仮
名
を
交
え
る
本
文
を
も
つ
。
助
動
詞
「
裊
」

の
用
例
は
一
三
例
み
ら
れ
、
終
止
形
三
例
、
連
体
形
七
例
、
已
然
形
三
例
で
あ
っ

た
。
次
に
用
例
の
一
部
を
掲
げ
る
。

〔
終
止
形
〕

○
或　ル
時　ハ
伝　イ
二

山
館
幽
谷　ノ
岩
間　ヲ
一

嶮
路

ロ
ナ
レ
ハ

染　メ
二

沙　ヲ
於
足　ノ
血　ニ
一

終
日
物
哉ヤ

思　フ
覧ラ

ン

。
亦　タ
或　ル

時　ハ
馴ナ

レ
二
野
宿
旅
邸
之
枕　ニ
一
、
夢　サ

ヘ
不　ル

ニ
二
結
敢　ヘ
一
、
与
レ
涙
共　ニ
明　ニ
梟　リ
。 

 

 

（
二
一
ウ
６
）

○
往
生
院
之ノ

側　ワ
ラ
可　シ

トレ

為　ル
レ

便　リ
レ

厭　フ
レ

世　ヲ
思
召　シ
立　チ
給　イ
宛ツ

ヽ

、
知　シ
二

辺
ヘ
ニ
テ

落　ル
涙　ヲ
一

尋　ネ
為セ

レ

入　ラ

給　イ
梟ケ

リ

。 

（
二
二
オ
８
）

〔
連
体
形
〕

○
去イ
サ
ヤ来
余
波
惜　ミ

ノ
為　ン

トレ

酒
宴
被　レ
レ

仰
。
従
レ

老
衆
至　ルマ

テ
二

若
衆　ニ
一

参　リ
二

御
前　ニ
一

大
瓶
共　ヲ

立　テ
並　ヘ
、
無　ク
レ
上
下　モ
推　シ
並　ン

テ
、
被　レ
レ
遊
梟ケ

ル

。 

（
一
五
ウ
３
）

終
止
形

連
体
形

已
然
形

源
威
集

3

大
塔
物
語

25

4

塵
荊
抄

11

18

12

松
陰
私
語

3

1

賀
越
闘
諍
記

10

異
本
官
地
論

3

7

3
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弘
治
二
年
本
『
節
用
集
』

　
　
　
梟
フ
ク
ロ

　 

（
一
八
一
１
）

　
　
　
鴨カ
モ

カ
ウ
鳧同

　
フ 

（
七
九
８
）

饅
頭
屋
本
『
節
用
集
』

　
　
　
梟
フ
ク
ロ

　 

（
一
〇
六
２
）

　
　
　
鴨カ
モ 

（
五
〇
６
）

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、『
運
歩
色
葉
集
』、『
伊
京
集
』
に
つ
い
て
は
「
ケ
リ
」

を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
そ
の
掲
出
箇
所
が
『
運
歩
色
葉
集
』
の

場
合
は
「
鳥
名
」
で
は
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
助
動
詞
と
し
て
認
識
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

静
嘉
堂
文
庫
本
『
運
歩
色
葉
集
』

　
　
　
梟ケ
リ 

（
二
五
一
７
）

天
正
十
七
年
本
『
運
歩
色
葉
集
』

　
　
　
梟ケ
ル 

（
中
五
五
オ
７
）

元
亀
二
年
京
大
本
『
運
歩
色
葉
集
』

　
　
　
梟ケ
ル
詞 

（
二
・
四
五
ウ
10
）

『
伊
京
集
』

　
　
　
梟
フ
ク
ロ

　
ケ
ル

ケ
ラ 

（
七
八
２
）

右
か
ら
知
ら
れ
る
と
お
り
終
止
形
は
静
嘉
堂
文
庫
本
の
み
で
、
天
正
十
七
年
本
、

元
亀
二
年
本
、
伊
京
集
は
連
体
形
「
ケ
ル
」
と
し
て
い
る

22

。
こ
の
こ
と
が
意
味

す
る
の
は
、先
に
用
例
を
確
認
し
た
よ
う
に
、「
梟
」
字
は
助
動
詞
連
体
形
「
ケ
ル
」

詞
「
ケ
リ
」
の
漢
字
表
記
の
例
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た

18

。
い
ず
れ
も
信

長
文
書

19

で
、
以
下
に
用
例
を
掲
げ
る
。

○
然
而
於
御
出
馬
者
、
外
聞
如
何
之
由
、
及
其
理
候
鳧
、
御
同
心
之
条
、
大
慶

不
少
候
　（
信
長
文
書
補
遺
一
三
〇
　
元
亀
三
（
１
５
７
２)

年
十
月
五
日
）

○
芳
墨
令
拝
閲
候
、
抑
一
種
号
白

天
目

贈
給
候
、
名
物
之
条
、
連
々
一
覧
之
望
候
梟
、

傍
以
自
愛
不
鮮
候

　
　
　
　（
信
長
文
書
三
四
九
　
天
正
元
（
１
５
９
３)

年
十
一
月
十
八
日
）

信
長
文
書
補
遺
一
三
〇
の
「
鳧
」
字
は
、
助
動
詞
の
用
例
と
し
て
は
こ
こ

ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
信
長
文
書
三
四
九
の
用
例
に

つ
い
て
は
『
信
長
文
書
の
研
究
』
で
は
「

」
と
し
て
い
る
が
、
先
に
掲
げ
た

観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
み
え
る
よ
う
に
「
梟
」
字
に
通
じ
る
も
の
で

あ
る

20

。
こ
こ
ま
で
用
例
に
基
づ
き
使
用
状
況
に
つ
い
て
確
認
を
し
た
。
そ
の
上
で
、

「
梟
」
字
が
助
動
詞
「
ケ
リ
」
と
結
び
つ
く
理
由
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

先
に
掲
示
し
た
古
辞
書
同
様
、中
世
に
お
い
て
も「
梟
」は
鳥
名「
ふ
く
ろ
う
」

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
鳧
」
字
は
鳥
名
「
か
も
」
と
し
て
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
鳥
名
「
け
り
」
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
検
索
し
た
う

ち
の
一
部
を
掲
げ
る

21

。

天
文
本
『
字
鏡
集
』

　
　
　
梟ケ
ウ

　（
字
体
注
記
略
）
フ
ク
ロ
ウ

サ
ケ

 

（
四
六
〇
３
）

　
　
　
鳧フ

　（
字
体
注
記
略
）
カ
モ 

（
四
五
七
１
）
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字
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
文
節
末
に
置
い
た
際
に
常
用
す

る
漢
字
で
あ
る
と
誤
読
を
生
じ
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
を
要
す
る
。

三
、
近
世
に
お
け
る
助
動
詞
「
ケ
リ
」
の
用
字

近
世
に
お
け
る
助
動
詞
「
ケ
リ
」
の
用
字
に
つ
い
て
は
、
本
稿
冒
頭
で
記

し
た
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
「
鳧
」
字
の
他
、『
花
月
対
座
論
』28

に
「
梟
」
字

を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。『
花
月
対
座
論
』
は
、
成
立
年
代
不
詳
、
延
宝

八
（
１
６
８
０)

年
福
住
道
祐
に
よ
る
書
写
奥
書
が
あ
る
漢
字
表
記
文
で
あ
る
。

内
容
は
、
室
町
物
語
で
あ
る
『
花
鳥
風
月
の
物
語
』

29

と
表
現
及
び
内
容
上
部

分
的
に
緊
密
な
関
係
性
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、『
花
月
対
座
論
』
は
『
花
鳥

風
月
の
物
語
』
を
真
名
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
花
月
対
座
論
』
に
は
助
動
詞
と
し
て
の
「
梟
」
字
が
一
四
例
み
ら
れ
、
そ

の
う
ち
終
止
形
が
八
例
、
連
体
形
が
六
例
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
終
止
形

の
用
例
数
に
は
付
訓
の
無
い
用
例
六
例
、
連
体
形
に
は
「
ハ
」
の
み
の
付
訓
を

含
め
て
い
る
。
連
体
形
の
用
例
に
は
連
体
形
終
止
が
み
ら
れ
る
の
で
、
終
止
形

の
付
訓
が
無
い
も
の
に
は
連
体
形
終
止
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、

ま
ず
は
終
止
形
と
し
て
お
く
。

〔
終
止
形
〕

○
其
外
花
族　ノ
之
輩　ニ

ハ
桃
李
不
レ
言イ

ハ

馳
来　ル
款
冬
無　ク
レ
誤　リ
見
継
梟ケ

リ 

（
四
ウ
４
）

○
同　ク
又
吾
朝　ノ
将
門
平
親
王　モ
争　カ
可　キ
レ

途　ル
松
風
浪
音
一　ツ

ニ

成　レ
ト

時　ヲ
動　ト

ソ
作　リ
梟
花　ハ
其
薫
芬

と
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
終
止
形
「
ケ
リ
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る

23

。
ま
し
て
、古
辞
書
に
お
い
て
「
梟
」「
鳧
」
を
別
字
と
し
て
掲
載
し
、「
梟
」

を
「
ふ
く
ろ
う
」
と
し
て
い
る
状
況
で
は
鳥
名
「
け
り
」
と
の
関
係
は
想
定
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、「
梟
」
字
と
助
動
詞
連
体
形
「
ケ
ル
」
が
い
か

に
し
て
結
び
つ
き
得
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
に
、「
梟
」
字
を
助
動
詞
「
ケ
ル
」
と
し

て
用
い
て
い
る
資
料
に
つ
い
て
確
認
を
し
て
お
き
た
い
。『
源
威
集
』
は
、
著

者
と
し
て
結
城
直
光
説
と
佐
竹
師
義
説
が
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
に
し
て
も
東

国
成
立
で
あ
り
、『
松
陰
私
語
』に
つ
い
て
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。『
塵
荊
抄
』は
、

そ
の
著
者
を
木
戸
孝
範
と
さ
れ

24

、
こ
れ
に
つ
い
て
も
東
国
と
の
関
わ
り
が
深

い
。『
大
塔
物
語
』に
つ
い
て
は
、成
立
の
場
、著
者
な
ど
は
未
詳
で
あ
る
も
の
の
、

そ
の
成
立
に
は
時
衆
と
の
関
係
が
想
定
さ
れ

25

、
そ
の
総
本
山
が
東
国
の
藤

沢
道
場
清
浄
光
院
に
お
か
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う

26

。『
賀
越
諍
闘
記
』

『
異
本
官
地
論
』『
官
地
論
』、
そ
し
て
信
長
文
書
に
お
い
て
は
東
国
と
の
関
連

は
見
い
だ
せ
な
い
も
の
の
、
資
料
を
成
立
年
代
順
に
と
ら
え
る
と
、
助
動
詞
と

し
て
の
「
梟
」「
鳧
」
字
が
東
国
成
立
の
資
料
か
ら
加
賀
・
越
前
、
尾
張
へ
と

地
域
的
な
使
用
の
広
が
り
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
「
梟
」
字
に
「
ケ
ル
」
が
結
び
つ
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
論
証
が
不
十
分
で
あ
り
な
が
ら
も
、
字
音
「
ケ
ウ
」
か
ら
の
転
用
で
あ

る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い

27

。
も
し
こ
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、

字
音
「
ケ
ウ
」
は
「
梟
」
字
の
ほ
か
「
孝
」「
橋
」
な
ど
が
あ
る
中
、な
ぜ
「
梟
」



̶ 8 ̶

と
鳥
名
と
し
て
の
「
け
り
」
と
は
別
物
と
い
う
意
識
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
助
動
詞
と
し
て
の
「
梟
」（
ケ
リ
）
が
鳥
名
由
来
で
あ
る
と
誤

認
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
記
述
が『
和
漢
三
才
図
会
』30

に
み
ら
れ
る
。
鳥
名「
け

り
」
の
項
目
を
掲
げ
る
。

　
　
正
字
は
未
詳

計
里
　〔『
万
葉
集
』
に
梟
の
字

31

を
用
い
て
歌
の
助
語
と
し
て
い
る
。
け

れ
ど
も
梟
は
不
孝
の
鳥
の
名
で
、
こ
れ
と
は
大
へ
ん
に
異
な
っ
た
も
の

で
あ
る
〕

傍
線
部
の
よ
う
に
、「
梟
」
字
を
助
動
詞
で
あ
り
同
時
に
鳥
名
で
あ
る
と
認

識
し
つ
つ
こ
の
字
を
用
い
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
連
体
形
で
は
な
く
、
終
止
形
と
結
び
つ
き
を
強
め
た
た
め
に
こ
の
よ
う

な
誤
解
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。『
本
朝
食
鑑
』
に
お
い
て
も
鳥

名
「
け
り
」
は
み
ら
れ
る
が
、そ
の
用
字
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
同
様
「
計
里
」

と
し
て
い
る

32

。

　
計
里
鳥
　
訓よ
み

は
字
の
と
お
り
で
あ
る
。

鳥
名
と
し
て
の
「
け
り
」は
、こ
の
よ
う
に
音
仮
名
が
あ
て
ら
れ
る
ほ
か
、『
梅

津
政
景
日
記
』

33

の
用
例
の
よ
う
に
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

○
一
、
永
井
信
濃
殿
よ
り
け（

鳧

）り
二
つ
被
進
候
、
一
、
塩
原
之
湯
、
今
晩
よ
り
御

入
被
成
候
、
一
、
雨
降
ル
　
　
　
　
　
　
　
　（
寛
永
七
年
八
月
二
八
日
）

さ
ら
に
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
成
立
と
み
ら
れ
る
『
計
里
鳥
考
』

34

に
は
次

の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

郁　ト
シ
テ 

（
一
二
オ
４
）

〔
連
体
形
〕

○
八
月
十
五
夜
首
高　ニ
負　ヒ
弓
張
月　ノ
其
中
横　タ

ヘ
雲　ノ
井　ニ
着　タ

ル
駒　ニ
礒
色　ノ
波
枕　ク

ラ
置
々
乗　タ

リ
梟　ル
鐙

踏　ン
張　リ
追　ツ
立　テ
挙　テ
東
西　ヲ
見
廻　ス
為　ク
レ
躰　イ 

（
一
一
ウ
５
）

○
縨　

ノ

手
颯　ト
開　キ
合
戦
之
次
第
下
知　シ
梟ケ

ル

朝
ア
リ
サ
マ

燓
会
楼
範　ヨ

リ
モ

実　ニ
渋　ク
見　タ

リ 
 

 

（
一
三
オ
４
）

○
態　ト
不
レ
着
レ
甲　ヲ
大
音
声
揚　テ
而
名
乗
梟　ハ
先
唐　ノ
玄
宗
皇
帝
之
后
楊
貴
妃
馬
兜　ノ
堤　ニ

シ
テ而

死
給　シ
之
時 

（
二
〇
オ
２
）

右
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
世
で
は
連
体
形
「
ケ
ル
」
と
深
く
結
び
つ
い
て

い
た
「
梟
」
字
が
、
無
訓
を
終
止
形
と
と
ら
え
れ
ば
終
止
形
の
用
法
を
拡
張
さ

せ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
静
嘉
堂
文
庫
本
『
運
歩
色
葉

集
』
に
お
い
て
「
ケ
リ
」
訓
が
付
さ
れ
て
お
り
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
『
書
言

字
考
節
用
集
』
に
お
い
て
も
「
ケ
リ
」
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
連
体

形
を
主
と
し
た
中
世
の
用
字
「
梟
」（
ケ
ル
）
が
終
止
形
と
の
結
び
つ
き
を
強

め
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

『
書
言
字
考
節
用
集
』

　
梟ケ
リ

　
本
朝
語

之
　
辞

　 

（
11
・
16
・
４
）

ま
た
、『
書
言
字
考
節
用
集
』
で
は
右
の
ほ
か
、
鳥
名
に
つ
い
て
も
記
載
が

あ
る
。水

ケ
リ

音
扎
○
今
按
﹇
本
草
﹈
以
ー
ー
為
鸊

カ
イ
ツ
ブ
リ鶙
一
称 

（
５
・
74
・
２
）

鳥
名
に
は「
梟
」字
を
用
い
な
い
こ
と
か
ら
、助
動
詞
と
し
て
の「
梟（
ケ
リ
）」
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れ
る
。
ま
た
、「
鳧
」
字
に
つ
い
て
も
『
本
朝
食
鑑
』
に
お
い
て
は
、

　
鴨

我
が
国
の
鴨
は
中
華
の
鳧
で
あ
っ
て
、
野
鴨
・
野
鶩
・
鸍
・
沈
鳧
に
あ
た

る
。（
以
下
略
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
三
巻
一
九
〇
頁
）

と
し
て
「
鴨
」
と
「
鳧
」
と
の
近
接
性
は
認
め
な
が
ら
も
鳥
名
「
け
り
」
に
つ

い
て
の
記
載
は
な
い
。
ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
お
い
て
も
、

　
音
は
（
欠
字
）

鳧カ
モ

　
野や

お
う鴨

　
野や

ぼ
う鶩

フ
ウ

　〔
和
名
は
加
毛
〕

『
本
草
綱
目
』（
禽
部
、
水
禽
類
、
鳧
）
に
次
の
よ
う
に
い
う
。
状
は
鴨
に

似
て
い
て
小
さ
く
青
白
の
雑
色
。（
以
下
略
）（
六
巻
一
八
四
頁
）

と
し
て
『
本
草
綱
目
』
を
引
き
つ
つ
「
鳧
」
と
「
鴨
」
の
近
接
性
に
つ
い
て
の

説
明
は
あ
る
が
、
鳥
名
「
け
り
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
。
ま
た
、「
鴨
」

字
に
つ
い
て
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
で
は
別
項
目
を
た
て
て
お
り
、
鳥
名
「
け

り
」
と
の
関
係
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
で
み
ら
れ
た
よ
う
に
「
鳧
」
字

を
用
い
、
ま
た
そ
れ
が
『
和
訓
栞
』『
俚
言
集
覧
』
な
ど
に
よ
っ
て
定
着
し
て

い
っ
た
背
景
と
は
な
に
か
。
明
確
な
根
拠
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
一
つ

の
可
能
性
と
し
て
は
、
鳥
名
「
け
り
」
は
、『
実
隆
公
記
』

36

に
お
い
て
「
け
り
」

の
女
房
詞
で
あ
る
「
け
り
け
り
」
が
漢
字
表
記
の
「
鴨
」
字
の
注
と
し
て
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

○
本
草
綱
目
和
名
附
録
ニ
水
扎
ヲ
訓
計
里
々
々
一
名
水

巻
懐
食
鏡
ニ
倭
俗
以

水
扎
訓
計
里
道
其
所
由

先
の
『
書
言
字
考
節
用
集
』
の
記
載
と
併
せ
考
え
れ
ば
、
鳥
名
「
計
里
」
は

漢
字
で
表
記
す
る
と
「
水

」
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
著
者
で
あ
る
寺
島
良
安
が
助
動
詞
「
梟
」
の

存
在
を
認
識
し
な
が
ら
も
、
な
ぜ
江
戸
時
代
に
於
い
て
中
世
の
よ
う
に
そ
の
用

字
が
定
着
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
助

動
詞「
ケ
リ
」の
由
来
と
し
て「
梟
」字
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
認
識
が
あ
っ

た
こ
と
に
一
因
が
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
先
に
「
梟
」
字
の
用
例
を

確
認
し
た
『
花
月
対
座
論
』の
書
写
者
で
あ
る
福
住
道
祐
、『
書
言
字
考
節
用
集
』

の
著
者
で
あ
る
槇
島
昭
武
の
学
問
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、

福
住
道
祐
に
つ
い
て
は
『
古
事
談
』『
続
古
事
談
』
の
ほ
か
、『
前
田
家
大
坂
冬

陣
日
記
』『
細
川
三
好
合
戦
記
』『
田
夜
物
語
』『
文
正
記
』
な
ど
の
軍
記
を
書
写

し
て
い
る
。
ま
た
、
槇
島
昭
武
は
『
北
越
軍
談
』『
関
東
古
戦
録
』
を
執
筆
す

る
に
際
し
多
く
の
軍
記
を
参
照
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
前
期

に
あ
っ
て
は
助
動
詞
と
し
て
の
「
梟
」
字
は
認
識
を
さ
れ
て
い
た
が
、
鳥
名
由

来
で
あ
る
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
鳥
名
で
あ
る
と
認
識
さ
れ

る
に
至
っ
て
連
体
形
「
ケ
ル
」
由
来
の
意
識
は
消
滅
し

35

、
結
果
と
し
て
『
和

漢
三
才
図
会
』
の
よ
う
に
由
来
を
鳥
名
に
求
め
た
と
考
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
鳥
名
で
あ
る
と
し
て
も
「
け
り
」
が
音
仮
名
あ
る
い
は
平
仮

名
表
記
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
漢
字
と
の
結
び
つ
き
が
弱
い
も
の
と
考
え
ら
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・ 

連
体
形
「
ケ
ル
」
の
用
字
が
終
止
形
、
已
然
形
に
用
法
が
拡
張
さ
れ
る
。

・ 

用
法
が
拡
張
さ
れ
た
結
果
、
終
止
形
「
ケ
リ
」
と
結
び
つ
き
、
近
世
に
お

い
て
「
梟
」
字
か
ら
の
連
想
で
鳥
名
「
け
り
」
と
結
び
つ
く
。

・ 

助
動
詞
「
ケ
リ
」
の
用
字
と
し
て
「
鳧
」
字
が
あ
て
ら
れ
る
が
、
鳥
名
と

し
て
は
関
係
が
希
薄
で
あ
っ
た
た
め
、「
計
里
」
が
使
用
さ
れ
る
。

そ
し
て
、こ
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
り
、現
在
で
は
助
動
詞
専
用
の
用
字「
鳧
」

（
ケ
リ
）
が
、
鳥
名
「
け
り
」
を
意
味
す
る
漢
字
「
鳧
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る

に
至
る
の
で
あ
る
。

残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
は
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
「
梟
」
字
が
連
体
形
と

結
び
つ
く
と
は
し
な
が
ら
も
、
終
止
形
・
已
然
形
の
用
例
も
み
ら
れ
、
そ
の
よ

う
な
用
例
の
背
景
を
い
か
に
説
明
し
う
る
か
と
い
う
部
分
が
あ
る
。
ま
た
、
連

体
形
に
「
梟
」
字
を
宛
て
る
根
拠
と
し
て
字
音
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
が
、
二

音
節
に
対
し
て
漢
字
一
字
の
字
音
を
も
っ
て
宛
て
る
類
例
が
あ
る
の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
も
そ
も
助
動
詞
連
体
形
「
ケ
ル
」
が
「
梟
」
字
と
結
び
つ
い
た
と

し
て
も
、
な
ぜ
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
明
確
な
根
拠
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
ま
ま
見

通
し
を
述
べ
る
と
、
古
記
録
は
事
実
関
係
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
の
で
、
助
字

は
疑
問
や
断
定
で
十
分
で
あ
っ
た
。
一
方
で
真
名
軍
記
や
物
語
性
の
高
い
内
容

を
叙
述
す
る
上
で
は
「
物
語
る
」
必
要
か
ら
助
動
詞
「
ケ
リ
」
を
欠
か
す
こ
と

が
で
き
ず
、
そ
の
た
め
に
本
稿
で
取
り
上
げ
た
以
外
の
資
料
で
は
小
書
き
や
付

○
自
禁
裏
鴨
一
ケ
リ
〳
〵
ト

称
噎
之
薬
也

被
下
之
　
　
　（
明
応
五
年（
１
４
９
６)

一
月
二
三
日
）

こ
こ
に
、
鳥
名
「
け
り
」
と
「
鴨
」
字
と
の
関
係
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。「
鳧
」
字
は
例
え
ば
黒
川
本
『
下
学
集
』37

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

中
世
に
お
い
て
は
同
義
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
鴨カ
モ

鳧
　
二
字

義
同

　 

（
一
九
ウ
５
）

こ
の
よ
う
に
、古
辞
書
に
お
い
て
は
鳥
名
「
か
も
」
訓
を
持
つ
漢
字
で
、「
鴨
」

に
つ
い
て
も
同
様
に
「
カ
モ
」
訓
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
近
世
に
入
り
『
本

朝
食
鑑
』『
和
漢
三
才
図
会
』
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
鳥
名
「
か
も
」
訓
が
「
鴨
」

と
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
と
、
残
さ
れ
た
「
鳧
」
字
に
鳥
名
「
け
り
」
が
あ
て

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
決
し
て
一
般
的
な
鳥
名
と

し
て
の
用
字
で
は
な
く
助
動
詞
と
し
て
の
用
字
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
は
、『
書

言
字
考
節
用
集
』『
計
里
鳥
考
』
の
漢
字
表
記
「
水

」「
水

」
や
、
音
仮
名

に
よ
る
表
記
「
計
里
」
が
残
さ
れ
た
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
実
隆
公
記
』
に
お
い
て
鳥
名
「
け
り
」
が
「
鴨
」
字
を
も
っ
て
宛

て
ら
れ
て
い
る
事
実
に
つ
い
て
も
、中
世
の
助
動
詞
「
梟
」（
ケ
リ
）
が
鳥
名
「
け

り
」
由
来
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
傍
証
と
な
ろ
う
。

四
、
ま
と
め

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
纏
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

・ 

中
世
の
助
動
詞
「
ケ
リ
」
の
用
字
「
梟
」
は
連
体
形
「
ケ
ル
」
に
対
応
し

た
も
の
で
あ
る
。



̶ 11 ̶

一
九
八
六
年
一
二
月
）、『
色
葉
字
類
抄
　
三
巻
本
』（
八
木
書
店
、
一
九
九
九
年
一
一
月
）

７
　
古
記
録
に
つ
い
て
は
、東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
古
記
録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
（h
ttps://w

w
w

ap.h
i.u

-toky
o.ac.jp/sh

ips/sh
ipscon

troller

）
を
活
用
し
た
が
、

助
動
詞
の
用
例
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

８
　
加
地
宏
江
校
注『
源
威
集
』東
洋
文
庫
六
〇
七（
平
凡
社
、一
九
九
六
年
一
一
月
、九
頁
）。

書
写
年
代
は
元
禄
九
（
一
六
九
六
）
年
以
前
で
あ
る
。

９
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
助
動
詞
と
し
て
の
「
梟
」
字
以
外
に
「
梟
首
」
の
用
例
と

し
て
一
六
ウ
６
、二
五
ウ
４
、二
七
オ
６
に
み
ら
れ
、
紛
れ
る
こ
と
を
避
け
た
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
今
は
事
実
の
指
摘
に
と
ど
め
た
い
。

10
　
早
稲
田
大
学
の
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（h

ttps://w
w

w
.w

u
l.w

aseda.ac.jp/

koten
seki/in

dex.h
tm

l

）
掲
載
の
画
像
を
利
用
し
た
。

11
　『
塵
荊
抄
』
上
下
（
古
典
文
庫
、
一
九
八
四
年
一
月
・
三
月
）
に
よ
っ
て
検
索
し
、
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（h

ttps://dl.n
dl.g

o.jp/

）
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
Ｐ
Ｄ
Ｆ
画
像
に
よ
っ
て
字
体
の
確
認
を
し
た
。

12
　
峰
岸
純
夫
・
川
崎
千
鶴
校
訂
『
松
陰
私
語
』
史
料
纂
集
古
記
録
編
（
八
木
書
店
、

二
〇
一
一
年
六
月
）に
よ
る
。
助
動
詞「
梟
」に
つ
い
て
は
、田
井
秀
氏
に
よ
る
指
摘「「
鳧
」

は
本
来
「
ケ
リ
」
と
い
う
鳥
の
名
前
を
表
す
漢
字
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
過
去
の
助
動

詞
「
け
り
」
の
当
て
字
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。」（
二
五
五
頁
）
が
あ
る
が
、こ
れ
は
『
大

漢
和
辞
典
』
等
の
記
述
に
従
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

13
　
真
宗
史
料
刊
行
会
編
『
大
系
真
宗
史
料
文
書
記
録
編
11
　
一
向
一
揆
』（
法
蔵
館
、

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）
所
収
の
翻
刻
を
参
照
し
た
。
奥
書
に
「
天
正
五
年
四
月
中
旬
夢

宅
八
十
歳
書
之
畢
」
と
あ
る
。

14
　『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
一
ひ
も
を
馬
に
か
け
て
か
ざ
る
。
二
し
な
や
か
。
三

物
の
さ
ま
」
と
あ
り
、
鳥
名
に
関
す
る
記
載
が
な
い
。

15
　
石
川
県
立
図
書
館
森
田
文
庫
蔵
。本
文
は
、原
本
調
査
お
よ
び
真
宗
史
料
刊
行
会
編『
大

系
真
宗
史
料
文
書
記
録
編
11
　
一
向
一
揆
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）
所
収
の

訓
を
す
る
こ
と
で
「
ケ
リ
」
を
補
っ
て
き
た
。
そ
う
す
る
こ
と
は
、
古
記
録
な

ど
の
伝
統
的
な
漢
字
表
記
文
を
前
提
と
す
る
文
化
圏
に
あ
っ
て
は
当
然
で
あ
る

が
、
東
国
に
お
い
て
は
比
較
的
緩
や
か
な
漢
字
表
記
文
の
作
成
が
可
能
で
あ
っ

た
た
め
に
助
動
詞
「
ケ
リ
」
の
用
字
を
可
能
と
し
た
の
で
は
な
い
か

38

。
そ
し

て
そ
の
よ
う
な
漢
字
文
が
『
運
歩
色
葉
集
』
な
ど
の
辞
書
に
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
広
く
認
識
さ
れ
漢
字
表
記
文
の
歴
史
に
変
化
を
与
え
る
こ
と
と
な

る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
単
な
る
日
本
語
文
の

漢
字
表
記
化
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
真
名
本
と
称
さ
れ
る
資
料
群
の
中
に
は
、

古
記
録
の
よ
う
な
伝
統
的
な
漢
字
表
記
文
を
基
盤
と
し
つ
つ
も
新
た
な
用
字
に

よ
っ
て
成
立
し
た
漢
字
表
記
文
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

注１
　
拙
稿「
中
世
真
名
軍
記
に
お
け
る
助
動
詞「
ケ
リ
」の
表
記
に
つ
い
て
」（『
文
教
国
文
学
』

第
六
〇
号
、
二
〇
一
六
年
二
月
）

２
　『
和
訓
栞
』
上
巻
（
名
著
刊
行
会
、
一
九
九
〇
年
九
月
、
七
三
二
頁
）

３
　
鳥
名
と
し
て
の
「
け
り
」
は
、『
万
葉
集
』
四
三
三
九
に
「
久
尓
米
具
留
　
阿
等
利
加

麻
氣
利
　
由
伎
米
久
利
　
加
比
利
久
麻
弖
尓
　
已
波
比
弖
麻
多
祢
」（
國
巡
る
　
獦
子
鳥

鴨
鳧
　
行
き
廻
り
　
歸
り
來
ま
で
に
　
齋
ひ
て
待
た
ね
）
に
み
え
る
よ
う
に
、
古
く
か

ら
認
識
さ
れ
て
い
る
。

４
　『
増
補
俚
言
集
覧
』
上
巻
（
名
著
刊
行
会
、
一
九
七
八
年
五
月
、
八
六
五
頁
）

５
　
日
本
古
典
文
学
大
系
『
芭
蕉
文
集
』（
岩
波
書
店
、一
九
五
九
年
一
〇
月
、三
七
頁
七
行
）

６
　
参
照
し
た
古
辞
書
は
以
下
の
と
お
り
。
京
都
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
編『
諸

本
集
成
和
名
類
聚
抄
』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
八
年
九
月
）、『
類
聚
名
義
抄
』（
風
間
書
房
、
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夫
『
字
鏡
集
寛
元
本
影
印
編
』（
勉
誠
社
、
一
九
七
八
年
一
〇
月
）、
中
田
祝
夫
『
印
度

本
節
用
集
和
漢
通
用
集
他
三
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』（
勉
誠
社
、
一
九
八
二
年
一
一

月
）、『
字
鏡
』
古
辞
書
音
義
集
成
第
六
巻
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
〇
年
二
月
）。
な
お
、

「
梟
」
字
に
つ
い
て
は
本
文
に
掲
げ
た
用
例
の
他
、
饅
頭
屋
本
『
節
用
集
』
に
「
梟ガ

ウ

　
掛
罪
人

」

（
四
八
２
）、
黒
本
本
『
節
用
集
』
に
「
梟ガ

ウ

　
羅
罪
人
之
頸
懸

処
之
木
也
　
梟
ハ
カ
ク
ル
也 

」（
五
七
６
）
の
よ
う
に
字

音
「
ガ
ウ
」
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
同
じ
「
フ
ク
ロ
ウ
」
訓
を
も
つ
「
鴞
」
の
字
音
か

ら
援
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

22
　
元
亀
二
年
本
『
運
歩
色
葉
集
』
の
「
ケ
ル
」
に
つ
い
て
、
安
田
章
氏
は
次
の
よ
う
に

指
摘
す
る
。

「
梟ケ

ル
詞

」（
二
46
）「
安ア

ナ
詞
也

」（
三
５
）「
左サ

ヘ倍
詞
也

万

」（
三
８
）「
鹿シ

カ
テ
ニ
ハ

万

」（
三
39
）
が
あ
り
、

基
準
は
必
ず
し
も
厳
密
で
は
な
い
が
、『
連
歌
新
式
』
流
に
解
す
べ
き
も
の
か
も
し

れ
な
い
。（
解
題
六
一
頁
）

「
梟
」
字
が
助
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
『
大
塔
物
語
』
な
ど
の
真
名
軍
記
と
連
歌
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
中
世
後
期
真
名
軍
記
の
背
後
」（『
広
島
大
学
日
本
語
史
研

究
報
告
論
集
』
創
刊
号
、二
〇
一
五
年
三
月
）
に
お
い
て
も
指
摘
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

23
　
他
の
古
辞
書
に
は
見
い
だ
せ
ず
、『
運
歩
色
葉
集
』『
伊
京
集
』
の
み
に
用
例
を
見
い

だ
せ
る
背
景
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
を
要
す
る
。
ま
た
、
静
嘉
堂
文
庫
本
の
「
ケ
リ
」、

『
伊
京
集
』
の
「
ケ
ラ
」
に
つ
い
て
は
、
他
の
資
料
同
様
連
体
形
を
中
心
と
し
な
が
ら
も

他
の
活
用
形
を
記
し
た
も
の
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
古
辞
書
の
成
立
を
も
含
め
た
検

討
を
要
す
る
。

24
　
松
原
一
義
『『
塵
荊
抄
』
の
研
究
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
二
年
二
月
、
九
八
頁
）

25
　
拙
稿
「
中
世
後
期
真
名
軍
記
の
背
後
」（『
広
島
大
学
日
本
語
史
研
究
報
告
論
集
』
創

刊
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

26
　
本
稿
で
取
り
上
げ
た
東
国
成
立
の
真
名
軍
記
の
他
、
妙
本
寺
本
『
曽
我
物
語
』、
四
部

合
戦
状
本
『
平
家
物
語
』
な
ど
が
あ
る
が
、助
動
詞
と
し
て
の
「
梟
」
字
は
み
ら
れ
な
い
。

学
問
文
化
圏
が
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

翻
刻
を
参
照
し
た
。『
異
本
官
地
論
』
の
ほ
か
、
聖
藩
文
庫
本
に
も
用
例
を
見
い
だ
す
こ

と
が
で
き
、
ま
た
用
例
の
箇
所
も
大
凡
の
重
な
り
が
見
い
だ
せ
た
が
、
諸
本
の
ひ
と
つ

で
あ
る
『
加
州
官
地
論
』
に
は
用
例
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

16
　『
源
威
集
』
の
用
例
数
に
文
意
よ
り
連
体
形
と
判
断
で
き
る
も
の
を
加
え
て
い
る
。
ま

た
、『
塵
荊
抄
』
の
形
容
詞
活
用
語
尾
は
入
れ
て
い
な
い
。

17
　
表
中
に
示
し
た
用
例
数
は
、各
資
料
の
「
梟
」
字
を
検
索
し
た
結
果
で
あ
る
。
従
っ
て
、

仮
名
表
記「
ケ
リ
」と
の
割
合
を
示
し
た
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
例
え
ば『
源
威
集
』

の
仮
名
表
記
用
例
数
は
終
止
形
一
六
例
、
連
体
形
五
八
例
、
已
然
形
四
四
例
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
漢
字
を
助
動
詞
連
体
形
と
し
て
使
用
す
る
確
率
と
し
て
は
有
意
で
は
な
い

か
も
し
れ
な
い
。単
純
に
連
体
形
の
出
現
数
が
多
い
の
で
漢
字
表
記
の
用
例
が
多
く
な
っ

た
と
も
解
釈
で
き
る
が
、
例
え
ば
『
大
塔
物
語
』
の
よ
う
に
漢
字
表
記
を
前
提
と
す
る

本
文
に
お
い
て
、
連
体
形
以
外
に
漢
字
表
記
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
質
的
な
部

分
に
注
目
し
た
い
と
考
え
る
。

18
　
古
文
書
に
つ
い
て
は
、東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
古
文
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
（h

ttps://w
w

w
ap.h

i.u
-toky

o.ac.jp/sh
ips/sh

ipscon
troller

）
を
活
用
し
た
。

19
　
奥
野
高
廣
『
増
訂
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
九
月
）

20
　『
戦
国
古
文
書
用
語
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
九
年
八
月
）
の
「
け
り
」
の
項

に
も
こ
の
用
例
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
名
物
之
状
、
連
々
一
覧
之
望
候
鳧
、
旁
以
自

愛
不
鮮
候
、
度
々
御
懇
信
快
然
之
至
候
」（
本
願
寺
文
書
）
の
よ
う
に
「
鳧
」
字
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、『
増
訂
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』
の
当
該
字
に
付
さ
れ
た
注
記
「
連
々

一
覧
之
望
候﹇

鳧
﹈

」（
上
巻
・
五
八
八
頁
）
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
る
。

21
　
参
照
し
た
古
辞
書
は
以
下
の
と
お
り
。
中
田
祝
夫
『
改
訂
新
版
古
本
節
用
集
六
種
研

究
並
び
に
総
合
索
引
』（
勉
誠
社
、
二
〇
〇
九
年
六
月
）、
中
田
祝
夫
『
印
度
本
節
用
集

古
本
四
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』（
勉
誠
社
、
一
九
七
四
年
三
月
）、
中
田
祝
夫
・
林

義
雄
『
字
鏡
抄
天
文
本
影
印
編
』（
勉
誠
社
、
一
九
八
二
年
一
一
月
）、
中
田
祝
夫
『
改

訂
新
版
文
明
本
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』（
勉
誠
社
、
二
〇
〇
六
年
五
月
）、
中
田
祝
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33
　
大
日
本
古
記
録
『
梅
津
政
景
日
記
』
七
（
岩
波
書
店
、一
九
六
一
年
三
月
、二
九
八
頁
）

34
　
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号
特
１
―
２
６
３
３
。
成
立
年
代
未
詳
な
が
ら
、『
牛

山
方
考
』（
安
永
八
（
１
７
７
９
）
年
刊
、
香
月
牛
山
（
１
６
５
６
〜
１
７
４
０
）
著
）

を
参
照
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
降
と
み
ら
れ
る
。

35
　「
エ
ウ
」
の
拗
音
化
に
つ
い
て
は
、
肥
爪
周
二
『
日
本
語
音
節
構
造
史
の
研
究
』（
汲

古
書
院
、
二
〇
一
九
年
一
月
、
二
一
〇
頁
）
に
詳
説
さ
れ
て
い
る
。

36
　
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
三
三
年
八
月

37
　
東
京
大
学
国
語
研
究
室
資
料
叢
書
『
下
学
集
三
種

』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
年
三
月
）

38
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、畿
内
成
立
と
み
ら
れ
る
軍
記（
例
え
ば『
応
永
記
』『
文
正
記
』

な
ど
）
に
つ
い
て
も
検
索
を
し
た
が
、
助
動
詞
と
し
て
の
「
梟
」
字
を
見
い
だ
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
真
名
軍
記
に
つ
い
て
は
助
動
詞
の
用
字
に
関

す
る
限
り
、
伝
統
的
な
漢
字
表
記
文
の
影
響
下
に
あ
る
の
で
は
な
か
と
考
え
る
。

﹇
付
記
﹈
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
２
０
Ｋ
０
０
６
５
３
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

―
は
し
む
ら
・
か
つ
あ
き
、
広
島
文
教
大
学
教
育
学
部
教
授
―

27
　
字
音
が
和
語
に
通
じ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
慎
重
な
判
断
を
要
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。仮
に「
ケ
ル
」に
対
す
る
宛
字
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、訓
に
よ
る
宛
字（
例

え
ば
「
ケ
リ
」
を
鳥
名
「
け
り
」
と
す
る
）
と
音
に
よ
る
宛
字
が
想
定
で
き
る
。「
ケ
ル
」

の
訓
に
よ
る
宛
字
は
動
詞
「
蹴
」
な
ど
が
想
定
で
き
よ
う
が
、
本
文
の
意
味
と
紛
れ
や

す
い
。
一
方
で
、
音
に
よ
る
宛
字
は
「
ケ
ル
」
が
Ｃ
Ｖ
Ｃ
Ｖ
で
あ
る
以
上
、
漢
字
二
字

の
音
仮
名
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
Ｃ
Ｖ
Ｖ
で
代
用
し
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

「
ケ
ル
」
と
「
ケ
ウ
」
が
通
じ
る
と
い
う
、
ラ
行
子
音
が
隠
在
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

現
代
の
方
言
の
現
象
と
し
て
、
室
山
敏
昭
「
鳥
取
県
伯
耆
西
部
方
言
に
お
け
る
ラ
行
音

節
の
隠
在
現
象
」（『
国
文
学
攷
』
三
三
、一
九
六
四
年
三
月
）
に
指
摘
が
あ
る
。
中
世
に

お
い
て
音
韻
上
同
様
の
事
象
が
生
じ
得
た
と
は
考
え
に
く
い
が
連
想
の
範
囲
内
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
な
お
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
。

28
　
松
平
賴
武
氏
蔵
、
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
保
管
資
料

29
　
石
川
透
「『
花
鳥
風
月
の
物
語
』
古
写
本
の
意
義
―
附
翻
刻
・
影
印
―
」（『
古
代
中
世

文
学
論
考
』
第
六
集
、
新
典
社
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
）

30
　
島
田
勇
雄
・
竹
島
淳
夫
・
樋
口
元
巳
訳
注
『
和
漢
三
才
図
会
』
６
（
平
凡
社
、

一
九
八
七
年
三
月
、
二
〇
七
頁
）

31
　
こ
の
記
述
に
対
し
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』
６
の
注
で
は
「
助
動
詞
「
け
り
」
に
当
て

ら
れ
て
い
る
漢
字
は
、「
鳧
」で
あ
っ
て「
梟
」で
は
な
い
。
た
だ
し『
万
葉
集
』で「
け
り
」

に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
字
は
、
計
里
・
鶏
里
・
家
里
・
来
・
異
梨
な
ど
で
、「
鳧
」
は
む

し
ろ
巻
七
、一
一
九
〇
の
歌
の
よ
う
に
「
か
も
」と
訓よ

む
用
字
と
な
っ
て
い
る
。」（
二
〇
八

頁
）と
し
て
い
る
。
し
か
し
、こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に「
梟
」字
は『
和
漢
三
才
図
会
』

の
記
述
で
正
し
い
も
の
と
考
え
る
。
し
か
し
、『
万
葉
集
』
に
「
梟
」
字
が
助
動
詞
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
関
し
て
は
指
摘
の
通
り
で
、
書
名
が
異
な
る
か
、
或
い

は
中
世
の
『
万
葉
集
』注
釈
書
の
う
ち
に
「
ケ
リ
」を
「
梟
」字
で
注
記
す
る
も
の
が
あ
っ

た
か
と
考
え
る
。

32
　
島
田
勇
雄
『
本
朝
食
鑑
』
３
（
平
凡
社
、
一
九
七
八
年
一
〇
月
、
一
九
七
頁
）


